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　以上より、①Ｔ（移植胚着床期）で CH50値、ACH50値、C3 活性値が共に有意に高くなる、②補体価 
CH50値はＴ（移植胚着床期）、Ｈ（妊娠判定期）で上昇し続ける、③ACH50値はＴ（受精着床期）で高値に
なるが、妊娠が確定すると低下し元に戻ることが明らかとなった。これらの結果は、妊娠における免疫系の変
化の一端が、補体活性についても妊娠の初期から認められることを示している。今後今回の結果を基に、この
補体活性の動きがその後の妊娠の継続あるいは病態（流産・不育）に関わっているかを解明し報告したい。
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